
　

最
初
に
、賈
植
芳
氏
の
言
葉
か
ら
始
め
た
い
。

「
一
九
九
〇
年
私
た
ち
夫
婦
が
招
待
さ
れ
て
日

本
を
再
訪
し
た
と
き
、
当
時
東
京
大
学
教
授
、

日
本
共
産
党
の
古
く
か
ら
の
党
員
で
あ
る
丸
山

昇
氏
が
酒
席
に
招
待
し
て
く
れ
た
と
き
に
言
っ

た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
。
席
上
、
彼
は
「
中

国
の
三
〇
年
代
左
連
文
学
は
、
あ
な
た
方
中
国

人
は
研
究
す
る
の
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
我
々
日
本
人
は
研
究
し
続
け
て
い
ま
す
。」

と
言
っ
た
の
だ
。」（『
左
翼
・
上
海
』
序
一
）

　

本
書
は
、
著
者
が
長
年
、
研
究
を
継
続
し
て

き
た
、
一
九
三
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
中
国
人

日
本
留
学
生
の
文
学
・
芸
術
活
動
に
対
す
る
研

究
の
う
ち
、
国
民
革
命
挫
折
前
後
か
ら
九
・
一

八
事
変
勃
発
後
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
部
分
と

言
っ
た
の
は
、
す
で
に
著
者
は
、
三
四
年
以
降

の
中
国
人
日
本
留
学
生
の
文
学
・
芸
術
活
動
に

つ
い
て
も
、『
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
』
に
ま

と
め
て
お
り
、『
上
海
魯
迅
研
究
』
に
も
そ
れ

が
訳
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
第
一
章
で
、
黄
鼎
臣
、
夏
衍
、
張

天
放
、
王
歩
文
、
童
長
栄
と
い
っ
た
、
夏
衍
以

外
は
、
我
々
中
国
現
代
文
学
研
究
者
に
は
な
じ

み
の
な
い
人
物
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
て
、
こ
の

国
民
革
命
挫
折
、
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
前
の

中
国
人
日
本
留
学
生
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
第
三
期
創
造
社
同
人
の
動
き
に
つ
な

が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
第
三
期
創
造
社
の

中
心
人
物
は
、
李
初
梨
、
馮
乃
超
、
彭
康
、
朱

鏡
我
、
李
鉄
声
、
王
学
文
等
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
が
、
社
会
科
学
を
志
向
し
、
多
く
が
京
都
帝

大
文
学
部
哲
学
科
に
在
籍
し
て
い
た
。そ
し
て
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
国
民
革
命
の
挫
折
を
機
に

急
激
に
左
傾
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

第
二
章
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
中
国

人
日
本
留
学
生
の
活
動
の
始
ま
り
と
し
て
、「
社

会
科
学
研
究
会
」
を
位
置
づ
け
る
。「
社
会
科

学
研
究
会
」
の
日
本
語
が
よ
く
で
き
る
「
甲
組
」

に
黄
鼎
臣
、
廖
承
志
、
馮
乃
超
や
、
童
長
栄
ら

の
「
東
京
特
支
」（
中
国
共
産
党
日
本
特
別
支
部

〔
た
だ
し
こ
の
名
は
、
本
書
に
「
資
料
」
と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
『
外
事
警
察
報
』
の
記
載
〕）
メ
ン

バ
ー
が
い
た
。
東
京
特
支
の
「
外
郭
団
体
」
の

一
つ
「
青
年
芸
術
家
連
盟
」
メ
ン
バ
ー
に
な
る

と
、
我
々
の
な
じ
み
の
名
前
が
見
え
て
く
る
。

許
幸
之
、司
徒
慧
敏
、夏
衍
、周
揚
等
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
青
年
芸
術
家
連
盟
」
メ
ン
バ
ー
と

秋
田
雨
雀
、
村
山
知
義
、
藤
森
成
吉
、
藤
枝
丈

夫
等
の
左
翼
文
化
人
と
の
交
流
、
築
地
小
劇
場

な
ど
日
本
の
左
翼
演
劇
活
動
と
の
関
わ
り
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。「
太
陽
社
東
京
支
部
」
に

も
言
及
し
て
い
る
。
第
三
章
は
、「
日
本
特
支
」
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事
件
で
あ
る
。「
日
本
特
支
」
事
件
は
二
九
年

一
〇
月
三
日
に
起
き
た
、
中
国
人
日
本
留
学
生

に
対
す
る
最
初
の
大
規
模
な
検
挙
事
件
で
あ

る
。
こ
の
事
件
に
先
行
す
る「
梅
電
龍
事
件
」、

「
銀
座
デ
モ
事
件
」
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
青

年
芸
術
家
連
盟
な
ど
が
こ
の
時
、
国
際
文
化
研

究
所
、
産
業
労
働
研
究
所
な
ど
と
連
絡
が
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
事
件
の
影
響
で
、
太
陽
社
東
京
支
部
は
、
二

九
年
九
月
一
五
日
に
一
度
会
合
を
も
っ
た
だ
け

で
瓦
解
し
て
し
ま
い
、
青
年
芸
術
家
連
盟
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
。
青
年
芸
術
家
連
盟
は
、

事
件
の
中
で
、
中
心
メ
ン
バ
ー
が
こ
と
ご
と
く

帰
国
、
強
制
送
還
と
な
り
、
そ
の
活
動
を
停
止

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
四
章
が
、
い
よ
い

よ
「
東
京
左
連
」
で
あ
る
。「
東
京
左
連
」
の

初
期
の
メ
ン
バ
ー
は
、任
鈞
、葉
以
群
、謝
冰
瑩
、

楼
適
夷
で
あ
る
。「
東
京
左
連
」
の
成
立
時
期

を
め
ぐ
っ
て
の
著
者
の
論
理
展
開
は
、
本
書
の

白
眉
で
あ
る
。
資
料
を
博
捜
し
、
錯
綜
す
る
回

想
録
な
ど
を
分
析
し
、
三
一
年
六
月
を
、
東
京

左
連
結
成
の「
原
点
」だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

第
五
章
は
、成
立
期
の「
東
京
左
連
」の
活
動
を
、

『
文
芸
新
聞
』「
東
京
通
訊
」
が
楼
適
夷
か
ら
任

鈞
、
葉
以
群
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
、『
文

芸
新
聞
』
を
創
刊
し
た
袁
殊
の
こ
と
に
つ
い
て

も
、
袁
殊
が
訳
し
た
村
山
知
義
『
最
初
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
旗
』と
任
鈞
、葉
以
群
と
の
関
わ
り
、

袁
殊
と
山
上
正
義
訳
「
阿
Q
正
伝
」
と
の
関

係
な
ど
「
特
筆
に
値
す
る
」
こ
と
が
目
白
押
し

で
あ
る
。
第
六
章
は
、「
九
・
一
八
事
変
」
前
後

の
「
東
京
左
連
」
と
し
て
、
謝
冰
瑩
の
来
日
か

ら
、「
九
・
一
八
事
変
」
後
の
留
学
生
の
対
応
、

そ
し
て
、
中
心
メ
ン
バ
ー
任
鈞
の
回
想
（「“
九
・

一
八
”
事
変
前
後
、
葉
以
群
、
謝
冰
瑩
等
の
人
々

が
相
前
後
し
て
帰
国
し
、
分
盟
は
い
つ
の
間
に
か

活
動
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。」）
を
否
定
し
て
、

東
京
左
連
は
九
・
一
八
事
変
の
勃
発
と
同
時
に

い
ち
早
く
意
識
的
、
目
的
的
な
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
と
し
て
、
第
七
章
で
、「
九
・
一
八
事
変
」

勃
発
後
の
「
東
京
左
連
」
の
活
動
を
論
じ
る
。

第
五
章
で
、
言
及
し
て
い
た
『
文
芸
新
聞
』「
東

京
通
訊
」
が
、
九
・
一
八
後
も
継
続
し
て
掲
載

さ
れ
、そ
れ
は
、編
者
「
按
語
」
が
付
さ
れ
、「
日

本
の
新
興
勢
力
の
最
近
の
情
勢
」
を
伝
え
、「
反

帝
の
認
識
」
を
促
す
「
資
料
」
と
し
て
公
然
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
家
訪
問
記
が
、

村
山
知
義
の
も
の
だ
け
が
『
文
芸
新
聞
』
に
掲

載
さ
れ
、
そ
の
後
、『
読
書
月
刊
』
及
び
そ
の

副
刊『
婦
女
世
界
』
に
藤
枝
丈
夫
、窪
川
稲
子
、

郭
沫
若
、
秋
田
雨
雀
な
ど
の
訪
問
記
を
、
主
に

三
一
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
の
時
点
で
書
い
て

い
る
こ
と
を
、
そ
し
て
そ
の
も
っ
て
い
る
意
味

を
分
析
し
て
い
る
。
第
八
章
で
は
、
謝
冰
瑩
が

観
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
展
」、
そ
し
て
任
鈞

や
葉
以
群
か
ら
見
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連

盟
」
の
成
立
の
意
味
、
葉
以
群
（
本
書
で
は
華

蒂
と
表
記
）が
コ
ッ
プ
結
成
の
経
過
を
詳
し
く
、

確
実
に
知
り
得
る
位
置
に
い
た
こ
と
、
つ
ま
り

彼
等
の
東
京
通
訊
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
、
文
化
運
動
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な

同
時
代
資
料
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
任
鈞
ら
が
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作

家
同
盟
と
藤
枝
丈
夫
を
通
し
て
連
絡
を
取
り
合

い
、
彼
の
詩
が
、『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
』
三
二

年
二
、
三
月
合
併
号
に
、
謝
冰
瑩
の
「
東
京
・

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
展
を
参
観
し
て
」、
藤
枝
丈

夫
「
原
筆
者
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
」
の
後

に
掲
載
さ
れ
、
詩
集
『
赤
い
銃
火
』
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
伏
字
の
な
い
「
飛

行
機
の
爆
音
を
聞
い
て

―
日
本
の
勤
労
大
衆

に
」
を
著
者
が
再
構
成
し
て
い
る
。
三
一
年
一



七
年
一
一
月
か
ら
「
東
京
左
連
再
建
後
の
中
国

人
日
本
留
学
生
の
文
学
・
芸
術
活
動
に
つ
い
て

（
補
二
）」
を
三
回
、二
〇
〇
八
年
二
月
か
ら
「
東

京
左
連
再
建
後
の
中
国
人
日
本
留
学
生
が
出
し

た
諸
雑
誌
に
つ
い
て
」
八
回
目
を
再
開
し
、
二

〇
〇
九
年
五
月
ま
で
一
七
回
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
ら
が
『
左
連
研
究
』
を
出
し
始
め
た
九

〇
年
代
初
め
は
、
左
連
結
成
六
〇
周
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、『
左
連
記
念
集
』（
一
九
九
〇
年

二
月
）『
左
連
論
文
集
』（
一
九
九
一
年
三
月
）『
左

連
研
究
資
料
集
』（
一
九
九
一
年
一
月
）
の
三
冊

が
出
版
さ
れ
た
が
、
七
〇
周
年
の
二
〇
〇
〇
年

は
一
二
月
に
『
紀
念
中
国
左
翼
作
家
連
盟
成
立

七
〇
周
年
文
集
』
が
出
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
左

連
研
究
が
中
国
で
は
停
滞
し
た
か
に
見
え
て
い

た
。
し
か
し
、
評
者
の
管
見
の
限
り
で
も
、
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一
月
に
謝
冰
瑩
が
、
年
末
に
葉
以
群
が
、
そ
し

て
三
二
年
四
月
に
任
鈞
が
帰
国
す
る
。
お
わ
り

に
、
胡
風
ら
「
新
興
文
化
研
究
会
」（
三
二
年
三

月
下
旬
結
成
）
が
東
京
左
連
を
引
き
継
ぎ
、
三

三
年
三
月
「
華
僑
班
」
事
件
で
組
織
が
壊
滅
的

打
撃
を
受
け
る
経
過
が
述
べ
ら
れ
、そ
の
中
で
、

任
鈞
、葉
以
群
と
胡
風
ら
の
活
動
様
式
の
違
い
、

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
つ
な
が
り
の
薄
さ
を
指
摘

し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
九
九
年
の
一
一

年
間
に
わ
た
り
、
科
研
費
補
助
金
を
得
て
ま
と

め
ら
れ
た
研
究
成
果
報
告
書
的
な
『
左
連
研
究
』

第
一
輯（
八
九
年
三
月
）、第
二
輯（
九
二
年
五
月
）、

第
三
輯（
九
三
年
三
月
）、第
三
輯（
九
三
年
三
月
）、

第
四
輯
（
九
六
年
三
月
）、
第
五
輯
（
九
九
年
一
〇

月
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
加
筆
、
訂
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
一
〇
年
間
以
上
に
渡
る
研

究
の
成
果
を
一
〇
年
近
く
か
け
て
ま
と
め
直
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
間
、
先
述
し
た
そ
の
後

の
東
京
左
連
の
研
究
を
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か

ら
「
東
京
左
連
再
建
後
の
中
国
人
日
本
留
学
生

の
文
学
・
芸
術
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
『
中

国
文
芸
研
究
会
会
報
』
に
二
〇
〇
六
年
三
月
ま

で
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、そ
の
後
も「
東

京
左
連
再
建
後
の
中
国
人
日
本
留
学
生
が
出
し

た
諸
雑
誌
に
つ
い
て
」
を
二
〇
〇
六
年
四
月
か

ら
三
回
連
載
し
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
か
ら

「
東
京
左
連
再
建
後
の
中
国
人
日
本
留
学
生
の

文
学
・
芸
術
活
動
に
つ
い
て（
補
一
）」を
五
回
、

さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
五
月
か
ら
、「
東
京
左
連

再
建
後
の
中
国
人
日
本
留
学
生
が
出
し
た
諸
雑

誌
に
つ
い
て
」
の
四
回
か
ら
八
回
を
、
二
〇
〇
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孔
海
珠
『
左
翼
・
上
海　

一
九
三
四
―
一
九
三

六
』（
二
〇
〇
三
年
二
月
）、
劉
小
清
『
紅
色
狂
飆

―
左
連
実
録
』（
二
〇
〇
四
年
六
月
）、
方
維

保
『
紅
色
意
義
的
生
成

―
二
〇
世
紀
中
国
左

翼
文
学
研
究
』（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）、
林
偉
民

『
中
国
左
翼
文
学
思
潮
』（
二
〇
〇
五
年
四
月
）、

張
小
紅
『
左
連
與
中
国
共
産
党
』（
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
）、
曹
清
華
『
中
国
左
翼
文
学
史
稿
（
一

九
二
一
―
一
九
三
六
）』（
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
劉

震『
左
翼
文
学
運
動
的
興
起
與
上
海
新
書
業（
一

九
二
八
―
一
九
三
〇
）』（
二
〇
〇
八
年
六
月
）
と

博
士
論
文
を
中
心
に
左
翼
・
左
連
を
研
究
す
る

業
績
が
中
国
で
は
陸
続
と
現
れ
た
。
二
〇
一
〇

年
に
は
、
初
め
て
の
太
陽
社
研
究
の
専
論
で
あ

る
趙
新
順
『
太
陽
社
研
究
』（
二
〇
一
〇
年
九
月
）

が
出
版
さ
れ
た
。
劉
小
清
は
、
東
京
左
連
に
つ

い
て
一
節
を
設
け
葉
以
群
、任
鈞
の
初
期
か
ら
、

胡
風
、
そ
し
て
後
期
の
林
煥
平
か
ら
丘
東
平
ま

で
、『
東
流
』、『
詩
歌
』、『
雑
文
』
ま
で
を
手

際
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

　

著
者
も
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
人
日
本
留
学

生
の
文
学
・
芸
術
活
動
に
関
す
る
研
究
の
困
難

さ
の
理
由
は
、
一
次
資
料
、
関
係
資
料
の
少
な

さ
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
関
係
者
の
証
言
の
異
同

の
多
さ
で
あ
る
。
著
者
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て

丹
念
に
資
料
を
収
集
し
、
関
係
者
の
証
言
の
異

同
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
分
析
し
、
現
時
点
で
妥

当
と
判
断
さ
れ
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
評

者
が
考
え
る
も
う
一
つ
の
研
究
上
の
困
難
さ

は
、
本
書
で
の
謝
冰
瑩
に
代
表
さ
れ
る
長
い
間

中
華
人
民
共
和
国
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
作

家
・
留
学
生
の
存
在
で
あ
る
。
著
者
は
「
謝
冰

瑩
の
三
一
年
の
来
日
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い

部
分
が
多
い
。」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
数
少
な

い
資
料
、
論
文
を
ま
と
め
、『
読
書
月
刊
』
な

ど
を
発
掘
し
つ
つ
、
東
京
左
連
で
謝
冰
瑩
が
果

た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書
に

触
発
さ
れ
な
が
ら
、
評
者
は
「
顧
鳳
城
」
に
つ

い
て
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
書
い

た
こ
と
が
あ
る
。
顧
鳳
城
は
、
汪
兆
銘
政
権
に

協
力
し
、
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
参
加

し
た
。こ
の
た
め
、当
時
彼
と
交
友
関
係
が
あ
っ

た
人
物
は
彼
に
つ
い
て
触
れ
た
が
ら
な
い
。
任

鈞
も
発
表
雑
誌
を「
今
は
も
う
覚
え
て
い
な
い
」

と
述
べ
る
が
、
顧
鳳
城
を
知
っ
て
い
て
、
彼
の

編
集
し
て
い
た
雑
誌
だ
か
ら
、「
覚
え
て
い
な
い
」

の
で
は
な
い
か
。
意
図
的
な
記
憶
の
欠
落
に
思

え
る
。
民
国
史
の
分
野
で
も
、
留
学
生
史
研
究

『東方』370号（2011年 12月）　　26

の
分
野
で
も
、
三
〇
年
代
の
研
究
は
進
展
を
見

せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
も
取
り
込
ん
で
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
科
研
費
の
共
同

研
究
で
も
、
植
民
地
朝
鮮
も
含
め
て
、
多
様
な

分
野
と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

最
後
に
、
大
変
な
作
業
で
あ
ろ
う
が
、『
中

国
文
芸
研
究
会
会
報
』
に
発
表
さ
れ
た
研
究

を
、
一
日
で
も
早
く
、
一
冊
に
ま
と
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
、
著
者
に
お
願
い
し
て
筆
を
擱
き

た
い
。  

（
き
ぬ
か
わ
・
ひ
ろ
と
し　

立
命
館
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

❦

■
中
国
現
代
文
学
８ 

【
小
説
】
西
瓜
船
（
蘇
童
／
金
子
わ
こ
訳
）
北

極
村
童
話
（
遅
子
建
／
土
屋
肇
子
訳
）
養
蜂
場

旅
館
（
徐
則
臣
／
趙
暉
訳
）
い
ち
め
ん
の
白
い

花
（
隆
慶
邦
／
葉
紅
訳
）【
随
筆
】
荘
子
（『
記

憶
と
印
象
』よ
り
）（
史
鉄
生
／
栗
山
千
香
子
訳
）

【
本
の
紹
介
】張
悦
然《
桜
桃
之
遠
》（
立
松
昇
一
）

［
中
国
現
代
文
学
翻
訳
会
編　

ひ
つ
じ
書
房　

Ａ
５
判　

一
七
六
頁　

二
、
一
〇
〇
円
］


